＜　プロフィール　＞
· コメンテーター　礒崎　初仁（いそざき　はつひと）　

中央大学法学部教授（地方政府論担当）
１９５８年生まれ　東京大学法学部卒　１９８５年神奈川県庁入庁（企画部企画総務室、福祉部福祉政策課、企画部市町村課等に配属）、
２００２年神奈川県庁退職。
同年４月から現職。大学院公共政策研究科教授を兼任。
·  研究分野
地方自治論、政策法務論、土地政策論
·  主な著書
『分権時代の政策法務』（北海道町村会　1999年）

『政策法務の新展開－ローカル・ルールが見えてきた』
（ぎょうせい　2004年）
『ホーンブック地方自治』（北樹出版　2007年）
· 報告者　　一條　義治（いちじょう　よしはる）　

三鷹市企画部企画経営室副主幹

１９９１年、早稲田大学大学院政治学研究科(地方自治論専攻)修士過程修了後、三鷹市に入庁。生活文化部コミュニティ課、総務部政策法務課、小平市企画課（派遣）を経て、２０００年より企画部企画経営室。同室では、自治基本条例、総合計画、行政評価、行政改革等を担当。

·  主な著書

「住民参加の考え方・すすめ方」（公職研　2003年）

「政策研究のメソドロジー －戦略と実践－」（法律文化社 2005年）

「市場化テスト～制度設計・導入手続の仕組とポイント」（学陽書房　2007年）[image: image1.png]
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